
 

 

   

場所 日にち 時間 

島コミュニティセンター 

４月２日(水) 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

フレンドマート安土店 13:30～14:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

４月３日(木) 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

金田コミュニティセンター 

４月４日(金) 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 

１56 号 【令和 7 年 4 月】 

〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 7時 

（土・日・祝は午後 6時） 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

春本番、気分を上げて充実した毎日を過ごしませんか？ 

お出かけ情報誌や旅の本、人生をよりよくする閃きや自己啓発の本

など、意気揚々と飛び出していくイメージで本の展示をしています。 

【アゲていこう  】 

《移動図書館巡回日》 

 私たちの生活は、いろんな仕事に支えられています。 

 「仕事」をテーマにした本を集めました。単にお金を稼ぐ手段として、

だけではない多種多様な「仕事」の世界をお楽しみください。 

【仕事図鑑】 

ホームページも 

ご覧ください！ 
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６月から、開館時間・休館日が変わります！（太字が変更箇所） 
近江八幡館…(開館時間)午前 10時～午後 6 時まで 
      (休館日)毎週月・火曜日、祝日の翌日 

安 土 館…(休館日)毎週火・水曜日、祝日 

 今月の展示 



図書館の本棚より 
 

 

 
タイトル 著者 出版社 

逆説の古典 大澤 真幸 朝日新聞出版 

考古学者だけど、発掘が出来ませ

ん。多忙すぎる日常 
青山 和夫 ポプラ社 

定年後の超・働き方改革 和田 秀樹 光文社 

年表で見る科学の歴史図鑑 DK社 化学同人 

ブラックホール 福江 純 ニュートンプレス 

若杉ばあちゃんの野草料理 若杉 友子 Parco出版 

ルポ大阪・関西万博の深層 朝日新聞取材班  朝日新聞出版 

子どものためのデザイン グラフィック社編集部 グラフィック社 

校正・校閲 11の現場 牟田 都子 KTC中央出版 

サイコロだけで遊べる世界のゲーム 高橋 浩徳 山と溪谷社 

AIは「月が綺麗ですね」を理解 

できるか? 
岡本 裕一朗 SBクリエイティブ 

サイレンと犀 岡野 大嗣 書肆侃侃房 

夜に猫が身をひそめるところ 吉田 音 中央公論新社 

はざまのわたし 深沢 潮 集英社インターナショナル 

遠くまで歩く 柴崎 友香 中央公論新社 

周期表のウラン以降の 93 番（ネプツニウム）から 

118 番（オガネソン）は、自然界にはほとんど存在しない、 

人工的につくられた元素です。この本では、これらのあまりなじみのない

元素を科学者たちがどのようにつくりだしたかを紹介しています。 

元素の創造は、核が安定する陽子や中性子の数には決まりがあるという

発想により、創造の指針ができたことで大きく進展していきました。発想

によって、世界を変えられる可能性があるというのは魅力的です。そして、

小さな気づきであっても向き合うことの大切さを教えてくれます。（田中） 

『元素創造 93～118 番元素をつくった科学者たち』  

キット・チャップマン/著（白揚社） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『二十一時の渋谷で キネマトグラフィカ』  

古内 一絵／著（東京創元社） 

 老舗の映画会社、銀都活劇。銀活の名で親しまれていた 

会社も、経営悪化で大手の映像配信会社に買収されることが決まってい

る。社内では多くの社員が、業務より自身が生き残るための根回しに奔走

していた。DVD 宣伝部の砂原江見は淡々と仕事をこなしていたが、ある

雑誌に載っていた 90 年代リバイバルの文字を見て、自身の転機となった

一本の映画を思い出し、再び企画を立ち上げることを決心する。人生の厳

しさを感じながらも、かつての仲間やチームメンバーとともに企画を進め

る江見。その姿に自分も何のために働くのかを改めて考えさせられます。 

映画業界の描写も詳しく、各章のタイトルもこだわりを感じさせます。本

書はシリーズもので前作もあるので、ぜひそちらもどうぞ。（萩山） 

（萩山） 


